さくる しい 処 でもお 厭いな くばと 云って 泊めた。 

やがて、 帰宅した 亭主 も 旅僧 を 疑わず、 其の 夜 は、 

あくるひ 

旅僧から 旅の 話 を 聞いて 珍ら しがった。 そして、 翌日 

になった ところで、 生憎と どしゃぶりの 雨に なって、 

それが その 翌日 も 続いた ので、 旅僧 はしかた なく 

逗留す る ことにな つたが、 娘の 千代 は、 日 一 日と 旅僧 

にな じんで & つた。 また 一方、 旅僧の 方で も、 千代の 

美しい 姿に ひきつけられて いるよう であった。 

びぼう 

千代 はま だ 十六の 少女で あつたが、 その 美貌と 気 だ 

ての よさに、 近在の 青年た ちの 注視の 的と なって いた。 

そのうちに 旅僧 は、 べつに 先 を 急ぐ 旅で もない から、 



嫌疑が かかり 拘引 せられる ことにな つた。 哀れな 千代 

は、 そんな こんなで 気が狂った。 

そして、 彼方此方へ 往 つて、 何処の 家の 風呂で もお 

のぞ しま 

かまいな しに 視き 込んで 泣いて いたが、 終い に は 空の 

浴槽の 中へ 裸体で 入って いたり、 万一 これ を さまたげ 

る 者で も あると、 火 をつ けようと する のに 手が つけら 

れ なかった。 

そこで 勘 右衛門の 家で は、 千代 を 座敷牢へ 入れた が、 

1! 時の 間に か 脱け 出して、 自分の 家へ 火 をつ けて、 浴 

槽の 中へ 入って 焼死した。 

それと 前後して、 旅僧 を 惨殺した 真犯人が 縊死した 



部落の 人 は 共同 風呂 を 作った ばかりでなく、 千代の 

命日に は、 風呂 供養と も 云うべき 一 種の 行事 を 営んで 

千代の 霊 を 慰めた が、 その 曰 は 部落の 人た ち は、 一 曰 

ぎょうず い 

じゅう 行水 もしないで、 風呂桶 を浄 め、 そして、 それ 

に 供え もの をし、 燈明を あげる のであった。 それ は 

ぼん しょうりょう むかえ 

ちょうど、 盆の 精霊 迎 のよう な 行事であった。 長 

あるとき 

年 行商 をして、 諸国 を 歩いて いた 民が、 某 時 私に 此の 

話 をした。 私 は 好奇心 を 動かして、 

「その 部落に は、 今でも 其の 習慣が 残って いるだろう 

力」 

と 云って 聞く と、 K は、 
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